
第　８　章　　　港湾・空港

１　港湾の概要 ◆港湾・空港位置図

◆入港船舶及び海上出入貨物（平成２６年）

◆入港船舶総トン数別比較（平成２６年） ◆秋田港外貿コンテナ取扱個数
　　（平成７年１１月定期航路開設）

輸入 輸出 計

隻数 ％ 総トン数 ％ 26,297 25,230 51,527

730 15.7% 16,861,894 75.0% 25,294 26,098 51,392

189 4.1% 1,592,638 7.1% 24,453 22,662 47,115

669 14.4% 2,709,307 12.0% 19,435 19,470 38,905

214 4.6% 424,484 1.9% 25,211 24,054 49,265

457 9.9% 366,574 1.6% 31,651 30,816 62,467

1,313 28.3% 517,040 2.3% 32,202 32,077 64,279

1,063 22.9% 15,464 0.1% 34,774 36,361 71,135

4,635 100.0% 22,487,401 100.0% 30,258 33,827 64,085

※平成２６年の数値は速報値。 ※２０フィートコンテナ換算（空コンテナを含む）。

※フェリー分を含む。

平成２４年

平成１８年

平成１９年

平成２３年

平成２１年

平成２２年

6,000総ﾄﾝ以上 平成２０年

計

県　内　全域

（秋田港・船川港・能代港・本荘港・戸賀港）

3,000総ﾄﾝ以上

1,000総ﾄﾝ以上

500総ﾄﾝ以上

5総ﾄﾝ以上 平成２５年

3,445,084

9,739,971

海上出入貨物（トン）入港船舶

4,952 181,377

0 121

出貨

本　荘　港

1,985,770 5,921,667

191,722

10,000総ﾄﾝ以上

12,267,464

324,214

2,527,493

212,557

1217,562

22,487,401

戸　賀　港

計

626

4,635

332

582

2,630,973

隻数

2,541

194,094

秋　田　港

能　代　港

船　川　港

100総ﾄﾝ以上

平成２６年

7,907,437

404,279

3,769,298

186,329

（単位：隻・総トン・トン）

554

総トン数

374,812

19,279,960

合計 入貨

第 1 節   港      湾 

 本県には、重要港湾が秋田港、船川港、能代港の３港、地 
方港湾が本荘港、戸賀港の２港、計５つの港湾があり、県は、 
港湾管理者として港湾整備や管理運営を行っています。 
 重要港湾の秋田港は、県内の物流の拠点港として内貿・外 
貿の物流機能の強化と船舶の大型化に対応した整備、船川 
港は男鹿地域の物流港としての整備、能代港は県北地域の 
物流港及びリサイクルポートとしての整備を進めています。 
 地方港湾の本荘港及び戸賀港は海洋性レクリェーション基 
地・観光振興基地として利用されています。 
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◆出入貨物別品種別比較（平成２６年）
県　　内　　全　　港

◆入　港　船　舶　の動　き
県　　内　　全　　港
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入港船舶総トン数の推移 

合計 内航 外航 
千ﾄﾝ 

4,000 

6,000 

2,000 

8,000 

10,000 

12,000 

14,000 

20,000 

18,000 

16,000 

フェリー 

49.7% 

窯業品 

10.9% 

化学薬品 

9.1% 

紙・パルプ 

6.4% 

原油 

4.6% 

非金属鉱物 

3.4% 

金属くず 

3.3% 

石材 

3.1% 

 

9.5% 

北海道・福井 

・新潟 

新潟・韓国・北海道 

新潟・北海道 

・ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 

韓国・静岡 

・京都 

山口・大分 

・愛媛 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 

・北海道 

台湾 

・青森 

韓国 

・中国 

その他 

石炭 

33.3% 

フェリー 

14.1% 石油製品 

13.9% 

重油 

6.2% 

セメント 

5.2% 

金属鉱 

4.4% 

木材チップ 

4.1% 

砂利・砂 

3.0% 

 

15.9% 
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 

・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 

・ﾛｼｱ 

北海道・福井 

・新潟 
北海道・千葉 

・神奈川 

宮城・マレーシア 

・韓国 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ・ 

南ｱ・ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 

青森・新潟 

・北海道 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ・ 

南ｱ・ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 

青森・新潟 

・北海島 

その他   

      輸移入 
          9,739,971 ﾄﾝ 
  外   5,163,994 ﾄﾝ 

  内   4,575,977 ﾄﾝ 
 

     輸移出 
     2,527,493 ﾄﾝ 
  外  435,308 ﾄﾝ 
  内 2,092,185  ﾄﾝ 
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１　港湾事業

秋田港全景

船川港全景

各港の整備方針と事業計画

［秋 田 港］ 
  環日本海交流を支える物流ネットワークの整備に向け、日本海側における物流拠点港としての機能強化を
図るため、外郭施設等の整備を促進するほか、再生可能エネルギーの導入などの総合的なエネルギー供給基
地を目指します。 
［平成２７年度主要事業］ 
  港内静穏度や航行船舶の安全を確保するため防波堤等の外郭施設の整備を進めるほか、コンテナ取扱量
の増加に対応するため、外港地区国際コンテナターミナルのガントリークレーンの更新を実施します。また、港
湾内洋上風力発電の導入を進めるため、港湾施設の調査を実施します。 
  そのほか、利用環境の改善を図るため、老朽化したセリオンリスタの改修を行います。 

［船 川 港］ 
  想定される地震津波から地域住民の生命や財産を守るため、津波対策を促進します。また、港湾利用者の
利便性向上を図るため、施設の長寿命化対策等を推進します。 
［平成２７年度主要事業］ 
  津波対策施設の管理体制や避難体制の検討を実施するほか、金川地区の臨港道路橋梁補修を実施しま
す。 
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能代港全景

本荘港全景

［能 代 港］ 
  県北部地域の物流基地としての機能強化、および「秋田県北部エコタウン計画」と連携したリサイクルポート
としての機能確保のため、外郭施設の整備を推進します。 
  安定した電力の供給を支援するため、能代火力発電所で発生する石炭灰の埋立処分場を整備するほか、再
生可能エネルギーの導入などの総合的なエネルギー供給基地を目指します。 
［平成２７年度主要事業］ 
  港内静穏度を確保するため第二北防波堤の整備及び北防波堤の改良事業を実施するほか、埋立処分場の
護岸工事を実施します。また、港湾内洋上風力発電の導入を進めるため、港湾施設の調査を実施します。 

［本 荘 港］ 
  港湾利用者の利便性向上を図るため、施設の長寿命化対策等を推進します。 
［平成２７度主要事業］ 
  本荘港の維持管理・臨港道路の除雪を実施します。 

－ 88 －



戸賀港全景

２　外航クルーズ船の誘致促進

［戸 賀 港］ 
  港湾利用者の利便性向上を図るため、施設の長寿命化対策等を推進します。 
［平成２７年度主要事業］ 
  戸賀港の維持管理・臨港道路の除雪を実施します。 

  クルーズの振興を通じた地域活性化を図るため、誘致活動を推進します。 
 
［平成２７年度主要事業］ 
  環日本海クルーズ推進協議会を通したクルーズ船の誘致活動や、入港に際しての歓迎式典等を実施しま
す。 
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１　秋田空港の概要

秋田空港全景

◆空港施設の概要

［平成２７年度主要事業］
　　空港の保安対策強化を図るため、場周柵の改良を行います。
　　また、民営化の検討を進めるため、今後の空港運営のあり方に関する調査・検討を行います。
　　そのほか、航空機の円滑な運航を確保するため、「雪戦隊なまはげ」による除雪を実施します。

　一式

　除雪機械等一式

　国内線棟３階建（10,995㎡）国際線棟（一部３階建3,620㎡）

　２棟

　２００ｋｌ／２基

　長／６，４５５ｍ　巾／５．５ｍ

　４５，８４９㎡（２，２３２台）

　進入灯・滑走路灯・誘導路灯・エプロン灯等

　ＩＬＳ（計器着陸装置）・ＶＯＲ／ＤＭＥ

　（超短波全方向式無線標識／距離測定装置）

　一式

　一式

　一式（風向風速・雲高・視程計）

　４０ｔ水槽８基（化学消防車３台）

　長／２，５００ｍ　巾／６０ｍ

　長／２，８３０ｍ　巾／３０～３４ｍ

　長／２，６２０ｍ　巾／３００ｍ

気象施設

庁舎管制塔

通信施設

　長／３１０ｍ　巾／１９０ｍ（５バース）

　一式

　秋田県知事

　秋田空港

　秋田市雄和椿川

　北緯３９°３６′５６″

　東経１４０°１３′０７″

　９３．０５ｍ

　特定地方管理空港

　１，５８９，６５６㎡

エプロン

排水施設

場周道路

消防施設

防雪施設

ターミナルビル

貨物ビル

給油施設

燻蒸・焼却施設

空港の総面積

着陸帯

滑走路

誘導路

空港の標高

空港の種別

空港の名称

空港の位置

空港の標点

　国土交通大臣

駐車場

照明施設

無線施設

設置者

管理者

第 ２ 節   空      港 

 本空港は、 ＪＲ秋田駅の南東１４ｋｍに位置し、面積約１６０ｈａ、長さ２，５００ｍの滑走路と計器着陸装置 
（ＩＬＳ）などを備えています。また空港周辺は、５８０ｈａの広大な県立公園として整備され、緑豊かな都市 
公園型空港となっています。 

 平成１３年度には国際定期便（ソウル便）の就航を実現、平成１４年には国際航空貨物の取扱いも開 

始され、さらに利便性の高い空港となっています。 
  就航路線は、東京、大阪、札幌、名古屋、ソウルの５路線で、着実に県民の足として定着しています。 
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２　大館能代空港の概要

◆空港施設の概要

［平成２７年度主要事業］
　消火救難体制の強化を図るため、化学消防車１台を追加配備するほか、老朽化した消防車庫の改修を実施します。

　長／５，４２３ｍ　巾／５．５ｍ

　１３，５１０㎡（３８６台）

　進入灯・滑走路灯・誘導路灯・エプロン灯等

　ＩＬＳ（計器着陸装置）・ＶＯＲ／ＤＭＥ

　除雪機械等一式

　地上２階建一部３階建（4,062㎡）

　１棟

　２００ｋｌ／１基

　４０ｔ水槽９基（化学消防車１台・消防車１台）

　長／２，０００ｍ　巾／４５ｍ

　長／２３０ｍ　巾／３０ｍ

　長／２２５ｍ　巾／１１０ｍ（４バース）

　（超短波全方向式無線標識／距離測定装置）

　一式

　一式

　一式（風向風速・雲高・視程計等）

　一式

　秋田県知事

　大館能代空港

　北秋田市脇神

　北緯４０°１１′３１″

　東経１４０°２２′１８″

　８４．０ｍ

　地方管理空港

　１，２１４，２４０㎡

　長／２，１２０ｍ　巾／３００ｍ

エプロン

排水施設

場周道路

消防施設

防雪施設

ターミナルビル

貨物ビル

給油施設

空港の総面積

着陸帯

滑走路

誘導路

空港の標高

空港の種別

空港の名称

空港の位置

空港の標点

設置者

管理者

庁舎管制塔

通信施設

気象施設

　秋田県知事

駐車場

照明施設

無線施設

 本空港は、 県北部の北秋田市脇神に位置し、面積は約１２０ｈａで、長さ２，０００ｍの滑走路と計器着 
陸装置（ＩＬＳ）などを備えています。 
 平成１０年７月１８日に開港し、就航路線は、東京の１路線となっています。また、空港周辺には緩衝 
緑地帯を活用した「ふれあい緑地」が整備され、センターハウス、クロスカントリースキーコース、展望台 
等の施設を備えています。 

大館能代空港全景 
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